
獣医師も飼い主も、愛するペットが「高齢」になったときに
不安に感じたことがあると思います。被毛に白髪が混じり始
めると、老化の目に見える兆候としてみなされることが多い
のですが、目に見えない変化には気付いていない（または認め
たくない）ことが多いです。
通常みられる脳の老化であっても、不可逆的なものも含め、
多くの悪影響が伴います。これらの変化は、ペットの学習能
力、問題解決能力、記憶力、コミュニケーション能力の源で
ある 認知能力に影響を与える可能性があります。

老化が身体だけでなく脳にも影響を及ぼすことはよく知られていますが、栄養が脳の
健康に与える影響については、あまり認識されていなかったり、見過ごされてしまい
がちです。ある調査によると、調査対象となった獣医師のうち、脳の健康と栄養の関
連性を認識していたのはわずか2%しかいませんでした。1  脳の老化を止めることは
できませんが、栄養の力をうまく活用することで、ペットの認知機能に影響を与える要
因に対し、アプローチすることができます。

老化した脳では、解剖学的または代謝的、あるいは血管構造的に多くの変化を起こ
しています。フリーラジカル（活性酸素）の生成が増加するのに対し、抗酸化物質の
生成量は減少し、酸化ストレスが増加します。これは、加齢に伴う細胞障害の一因と
なります。栄養の力で、これらの加齢に伴う変化の原因のいくつかにアプローチする
ことで、脳の健康をサポートすることができます。

高齢のペットは、認知機能の低下がみられたり、重度の認知機
能障害を発症する可能性があり、ペットだけでなく飼い主の
QOL（生活の質）にも影響を及ぼす可能性があります。ペット
の認知機能の低下が日常生活に支障をきたしたり、社会的な
交流に影響を及ぼしたりすると、飼い主とペットの関係が「良
きパートナー、コンパニオン」から「介護者と患者」へと変化し、
両者の絆が弱まる可能性があります。獣医師として、ペットの
健康を維持することで、飼い主とペットの関係性を維持する
ことを重要視する必要があります。この避けられない流れを少
しでも遅らせるために、私達には何ができるのでしょうか。

魚油（神経保護および炎症の管理に
役立つオメガ3脂肪酸の供給源）、抗酸
化成分（活性酸素から身体を防御）、
ビタミンB群（補酵素や代謝産物とし
て働く）、アルギニン（血流の維持）など
をバランスよく配合した総合栄養食は、
シニア期の犬と猫で行われた様々な
認知機能測定テストにて、スコアを
改善しました。 2,3



MCT

Q  

MCTは、高齢犬の認知能力を高め、てんかん発作を減少させるのに役立ちます。難治性てんかん（抗てんかん薬
を服用しても発作がおさまらない）の犬を対象にした二重盲検クロスオーバー試験では、71%の犬で発作頻度
が全体的に減少しました。その中には、MCT の給与により発作が消失した症例もいました。6

抗てんかん薬による治療と併用して栄養介入を行うことで、特発性てんかんの犬をより適切に管理することが
できるようになります。

別の二重盲検臨床試験では、認知機能不全症候群（CDS）と診断
された犬に、MCTと脳を保護する栄養素ブレンドを含む食事を
与えたところ、わずか30日間の給与で著しい改善が見られました。5

通常、脳はブドウ糖をエネルギー源として利用しますが、その能力は加齢により低下します。脳はエネルギー供給の変化に対して特
に敏感であるため、ブドウ糖代謝の低下は脳細胞のエネルギー不足と機能低下につながります。中鎖トリグリセリド（MCT）から
産生されるケトン体を脳の代替エネルギー源として供給することで、認知機能低下の原因のひとつである代謝変化に対し対処する
ことができます。

軽度の認知症のように、一見正常そうに見える犬や猫でも認知症は６から7.7歳いう比較的若い年齢で発症が報告されています。7,8

つまり、飼い主と話し合うベストなタイミングは、老化の兆候が現れてからよりも、成犬になった時点で先を見据えて始めていく
べきだということができます。

高齢になったペットに対し極端に”お年寄り”のように扱う必要はありません。ピュリナの研究では、目的に応じた早期の栄養介入
が、高齢の犬や猫の脳機能をサポートするのに役立つことが示されています。

健康診断の項目に栄養状態の評価を組み込み、その情報をもとに、飼い主がペットに最適な食事を見つけられるように
コンサルティングを行います。

脳と全身の健康をサポートするために、体に負担をかけない範囲で定期的な運動を行うことを推奨します。

知育トイを与えたり、新しいアクティビティや新しい環境を取り入れるなど、ペットの知的好奇心を刺激する
遊びを取り入れるようにします。

ある研究によると、MCTを含有する総合栄養食を与えられた高
齢犬の群では、認知テストでの間違い数が少なくなり、2週間以内
に記憶力が向上し、認知テストの難易度が上がるにつれて、対照
食を与えられた犬よりも優れた成績をおさめました。4
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